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長寿大学の魅力である「仲間と共に」という

活動のため、昭和５１年から毎年、みんなで随

想を書き留めた文集「長寿」を発刊しています。
内容は、長寿大学での学び、遠い昔の体験、

故郷や旅の思い出、我孫子への思い、日々の生

活や家族のことなど、お互いの新しい一面を発

見できて、一層の絆を深めています。

令和４年３月には第４７号を発刊しました。

我孫子を知り、趣味を広げ、新しい仲間を作ろう

•

学
び

•

思
い
出

•

体
験

•

健
康

•

家
族

•

地
域

•

趣
味

•

旅
行

•

恒

例

の

大

学

祭

•

楽

し

か

っ

た

ゴ

―

ヤ

育

て

•

思

い

出

の

コ

ン

サ

―

ト

•

家

庭

菜

園

•

田

舎

の

思

い

出

•

愛

す

る

イ

ン

コ

•

三

度

の

骨

折

•

西

国

三

十

三

観

音

霊

場

を

訪

れ

て

•

こ

の

一

年

を

振

り

返

っ

て

•

地

球

の

気

温

上

昇

を

•

抑

え

る

こ

と

が

出

来

る

か

？

•

大

河

ド

ラ

マ｢

青

天

を

衝

け｣
•

我

が

家

の｢

ね

こ｣

と

の

出

会

い

•

五

年

間

の

出

来

ご

と

•

第

三

ミ

ニ

句

集

•

横

山

ヤ

ン

タ

さ

ん

•

早

朝

散

歩

•
｢

あ

な

た

へ

の

手

紙｣
(

３)
•

木

下

駅

周

辺

と

•

い

ん

ざ

い

ぶ

ら

り

川

め

ぐ

り

•

家

族

•

私

の

ふ

る

さ

と

•

輪

行

で

奥

の

細

道

そ

の

３

•

思

い

が

け

な

い

ブ

ラ

ジ

ル

へ

の

旅

•

長

寿

大

学

入

学

の

い

き

さ

つ

•

米

作

り

体

記

•

ル

―

ツ

•

趣

味

と

健

康

•

東

お

と

こ

に

京

お

ん

な

•

夢

の

中

へ

•

あ

る

電

話

•

齢

と

運

動

•

箱

根

駅

伝

•

オ

―

デ

ィ

オ

・

趣

味

と

私

•

孫

•

園

芸

ク

ラ

ブ

•

日

標

一

日

一

万

歩

•

ふ

れ

あ

い

サ

ロ

ン

•

司

馬

作

品

か

ら

歴

史

を

学

ぶ

•

我

が

家

の

愛

犬

•

運

動

を

や

め

て

し

ま

っ

て

•

大

切

な

人

が

い

た

証

し

•

娘

の

出

産

•

つ

れ

づ

れ

な

る

ま

ま

に

•

パ

ラ

サ

イ

ト

「

寄

生

虫

」

①②

執筆の思い！
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ガラス瓶にドライフラ

ワーを入れ専用オイルを

流しこむと、水中花のよ

うにゆらゆらと華やかに

咲き、感動しました。

花本来の美しさを立体

的に鑑賞でき、フラワー

インテリアとして楽しめ

ます。

七宝焼は釉薬(ガラス質
の粉)をのせた銅板など
の表面をかきとる様に線

画を描き、焼付ける伝統

工芸です。

皆さん、初めての経験

でしたが夢中で額絵を描

き、七宝焼の奥深さを感

じる体験となりました。

～ハーバリウムは「植物標本」を意味します～

長寿大学だよりを創刊して2年目になります。初年度

の記事内容を踏まえ、長寿大学の活動がより多くのみ

なさまに伝わるように、この３月に発行した第47号

「長寿」を中心として、掲載記事を選定しました。

長寿大学に更に興味を持って頂ければ幸いです。

46期（4年生）広報委員一同

これらの作品はコホミンとアビスタで展示されました。

癒しのアイテム～ハーバリウム作り伝統工芸～七宝焼による額絵作り

（写真）

加齢や病気などで日

常生活が困難になった

場合の介護のポイント

について学びました。

特に、車いすで移動

する際の操作や乗り心

地を体験しながら、移

動介助のコツを覚えま

した。

安心して生活するための健康と介護
６月の梅雨の晴れ間、軽スポーツとして人気の高い

グラウンドゴルフを五本松運動広場で楽しみました。

みんなドキドキ、ワクワクしながら集中力を発揮し、

仲間との親睦をさらに深めました。

屋外で楽しくグラウンドゴルフ

4月19日に49期生を迎える入学式が行われ、式
では市長メッセージ(代読)、丸教育長より歓迎の
ご挨拶、在校生歓迎の言葉などがありました。

今年の新入生は49名(男性27名、女性22名)、平
均年齢73.3歳で、厳粛な式のなか新たな仲間とと
もに学んでいくことに、期待を膨らませました。

49期生入学式令和4年4月19日

昭和49年(1974年)に1年制、昭和51年(1976年)か
ら4年制で開設されている我孫子市の公民館学級の
ひとつ。「つどう場からむすぶ場に」

「まなぶからまなびあう」「学習を

地域に還元する」という公民館の

特性に沿って活動。

卒業生は延べ 2000人を超えている。

長寿大学について

ホームページ

編 集 後 記

45期生卒業式令和4年3月24日

45期生の卒業式が3月24日に行われました。卒業生
は41名(男性14名、女性27名)で平均年齢73.7歳、4
年間の皆勤賞が６人に贈られました。

多くを学び、固い絆で結ばれた卒業生は、これから

地域社会でいきいきと元気にシニアライフをおくって

いくことを誓いました。


